
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

安全で安心な学校づくりのために 

                                肢体不自由教育部門  副校長   飯田  浩行  

 

蒸し暑い日が続く時期となりました。保護者・地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に

ご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。今月は、本校の主な取組について３点

お知らせいたします。 

１  熱中症対策について 

近年の猛暑により、熱中症対策は重要性を増しています。東京都では、令和４年７月に「熱

中症対策ガイドライン」を策定し、熱中症警戒アラート及び暑さ指数（WBGT）の活用、適切

な水分補給、活動前の体調管理の徹底に努めています。また、本校では、今年度の学校経営

計画の重点目標として「児童・生徒の安全・安心を第一にした教育活動の充実」を掲げてお

り、自ら体調不良を伝えることが難しい児童・生徒や体温調節に配慮が必要な児童・生徒が

在籍しているため、健康状態や障害特性に応じた活動調整や医療的ケア児へのきめ細かな

健康観察等の個に応じた対応を行っています。  

ご家庭におかれましても、生活リズムを整え、十分な水分準備にご協力をお願いいたします。  

 

２  学校運営連絡協議会からの助言  

６月２９日午前に学校運営連絡協議会を開催し、委員の皆様から、「多様な生徒が在籍

する本校で個に応じた指導がされている」、「AI 時代に一人１台端末を使う力と、他者と接す

る力をあわせて育成してもらいたい」等との助言をいただきました。学校は、これらを踏まえて、

地域とともに児童・生徒の成長を支える学校づくりを一層進めてまいります。引き続きよろしく

お願いいたします。 

 

３  教職員の働きやすい環境整備に向けて  

東京都の「学校の働き方改革推進に向けた取組」を受け、本校では今年度の学校経営計

画の重点目標として「職員室の環境整備及び働き方改革の一層の促進」を掲げ、①新規採

用及びメンターの教員に対して、外部機関によるアウトリーチ型相談事業の実施、②職員室の

未来型オフィスへの移行、③全校一斉退庁日を設定して時間外在校時間の短縮等の３点の

取組を進めています。取組②の一環で、夏季休業中の７月２７日（月）から８月２３日（日）ま

で職員室の大幅な環境改善を行います。つきましては、その間、電話がつながりにくいことや問

い合わせへの回答に時間をいただくこともありますが、ご理解の上、ご協力をお願いいたしま

す。急を要する連絡等は、副校長公用携帯にご連絡くださいますようお願いいたします。  

 

暑さがより一層厳しくなる時期を迎えますが、児童・生徒が安全で安心して通うことのでき

る学校づくりを土台として、９月以降の教育活動に向けた取組を続けてまいります。 保護者・

地域の皆様におかれましても、本校の取組へのご理解とご協力を、今後ともよろしくお願いい

たします。 

 

 
   令和８年７月１７日 

    永福学園通信 
                         東京都立永福学園  

                           統括校長 三浦 昭広
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教育活動の紹介 

 

[問合せ] 

〒168-0064 

東京都杉並区永福１丁目 7 番 28 号  

電話 03-3323-1380  

副  校  長   

飯田  浩行   松本  忍   篠塚  奈緒子  

主幹教諭   

吉岡  美佳   池田  奈央子  

 

 

肢体不自由教育部門  中学部       

～外部専門員の活用について～  

  特設自立活動の授業の中では、担当教員が外部専門員の理学療法士や作業療法士から姿勢

づくりや運動、動作、身体の緩め方などについて専門的な助言を受け、自立活動の安全な実施と指

導の充実を図っています。 

今回は、担当教員が、理学療法士からユニバーサルフレーム 

（スパイダー）を活用した指導について助言を受けている様子  

を御紹介します。 

理学療法士からは、体幹の筋肉を活性化するための活動  

内容や生徒が目と手を使いやすい姿勢をつくるためのゴム 

（張力）の設定の仕方などについて助言を受けています。担当  

教員は、生徒の課題に応じてこれらの助言を指導にいかし、 

生徒が楽しく意欲的に活動に取り組めるよう支援しています。 

就業技術科  職業に関する専門教科  3 年福祉コース 

      ～地域と連携した教育活動～  

職業に関する専門教科では、地域と連携した教育活動の一環として、社会貢献活動に取り組んで

います。その一つとして、今年度から３年生福祉コースでは、近隣の保育園において、おもちゃの消毒

や散歩の補助などの活動を行っています。  

この取組は、将来、保育分野への就労を希望する生徒から「保育園で活動して  

みたい」という声があったことをきっかけに実現しました。実際の保育現場での体験  

を通して、幼児への理解を深めるとともに、保育園の日常業務や保育者の役割に  

ついて学んでいます。参加した生徒からは、「緊張や不安もありましたが、子供たち 

と関わることができて嬉しかったです」、「子供の安全に配慮しながら活動することの  

大切さを学びました」といった感想が聞かれました。  

今後もこのような取組を通して、地域とのつながりを深めながら、本校の教育活動への理解を  

広げるとともに、社会で活躍するために必要な実践的な力を育んでいきます。  


